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主催：滋賀県

共催：全国知事会

後援：農林水産省・環境省

｢農業農村における
生物多様性保全の重要性｣

はやし よしひろ

林 良博 氏
東京大学大学院教授／
農林水産省 食料･農業･農村政策審議会 会長／
農林水産省 生物多様性戦略検討会 座長

｢地域発の創意あふれる
魅力的な施策｣

おかだ しゅうじ

岡田 秀二 氏

岩手大学農学部教授／

全国知事会地方自治先進政策ｾﾝﾀｰ頭脳ｾﾝﾀｰ専門委員／
農林水産省「森林･林業再生ﾌﾟﾗﾝ検討委員会」座長

｢魚のゆりかご水田
プロジェクトの取り組み」

いわさき しんじ

岩﨑 真治 氏
野洲市魚のゆりかご水田協議会／
野洲市安治 安治の資源環境を守る会

｢地域主体の取り組みで
人も生きものも賑やかに｣

コーディネーター
しょうばやし みきたろう

荘林 幹太郎 氏
学習院女子大学教授

パネリスト

・林 良博 氏 ・岡田 秀二 氏

・岩﨑 真治 氏 ・嘉田 由紀子

日時

場所

都道府県会館１F大会議室

東京都千代田区平河町2-6-3
（地下鉄｢永田町駅｣より徒歩1分）

平成22年

3月26日（金）
13:30～17:00
（受付:13:00～）

問い合わせ・申し込み先

滋賀県 農政水産部 農村振興課 にぎわう農村推進室
〒520-8577 滋賀県大津市京町4-1-1

TEL 077-528-3963 ／ FAX 077-528-4888

E-mail gh01@pref.shiga.lg.jp

｢地球の小さな窓 琵琶湖から｣

嘉田 由紀子
滋賀県知事

※新型インフルエンザ感染防止のため、体調不良の方、発熱等インフルエンザを疑う症状のある方は
ご来場をご遠慮いただくようお願いいたします。



TEL／FAX住所

メールアドレス

所属または勤務先

部課名・役職

氏名（ふりがな）

申込期間：3月23日(火)まで
定員に達した場合はホームページにてお知らせします。

FAX ０７７－５２８－４８８８
滋賀県農政水産部農村振興課にぎわう農村推進室

申込用紙
必要事項を記入の上、郵送またはFAXにてお申し
込みください。

申込方法 滋賀県農村振興課のホームページにある、本シンポジウムの申込ページより、必要事項を
入力しお申し込みください。

滋賀県農村振興課ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ → 関連する情報 → シンポジウム申し込み

インターネット環境の無い方は、下記申込用紙に必要事項を記入の上、郵送またはFAXにてお申し込み下さい。

全国知事会

先進政策大賞受賞記念シンポジウム
農村環境は農業生産活動等の人の働きかけにより維持されている自然環

境であり、農業振興は豊かな自然環境や生物多様性保全、良好な景観形成

等多面的機能の発揮の観点からも重要です。

そこで、農業・農村が生物多様性に果たす役割や農業振興と環境保全の

両立について、滋賀県が推進している「魚のゆりかご水田プロジェクト」

の取り組みを通して、皆さんと一緒に考えるシンポジウムを開催します。

琵琶湖辺に広がる水田。日ごと生育する苗は青々と輝き、来たるべきものを待つ。琵琶湖から遡上するのは、た
くさんの湖魚たち。水かさの増した水路から一匹、また一匹と水田に入り産卵する。一帯はやがて、その稚魚たち
を育む｢ゆりかご｣となる。水田ですくすく育った稚魚たちは、中干しのときに琵琶湖へと巣立っていく。
かつてはあたり前に見られたこのような光景も、近年では様々な整備によって失われてきた。それをいま一度見

直そうと始まったのが『魚のゆりかご水田プロジェクト』です！

琵琶湖から魚が遡上できる魚道を排水路に設置し、水田を昔ながらの｢魚のゆりかご｣に戻そうと、平成13年度か

ら検討を行い、平成18年度には、全国に先駆けて生態系保全に対する環境直接支払制度を実施。平成19年度からは

「世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策」（滋賀らしい農地・水・環境保全向上対策）として取り組み、今では

約111haで取り組まれるまでの拡がりを見せています。

｢ゆりかご｣の名のとおり、えさが豊富で外敵の
いない水田は、在来魚にとって稚魚の成育に絶好
の環境。付加価値のついたお米ができるうえ、排
水路をせき止め、泥水の流出を抑えることで琵琶
湖の水質保全効果もあります。さらに魚のいる水
田は、子どもたちの環境学習や遊び場に利用され
るなど、世代や地域をこえた交流が育まれていま
す。

『魚のゆりかご水田米』

「魚のゆりかご水田米」は、田んぼへ上った魚たちが産卵し、ふ化した稚魚がそ

こで成長して、琵琶湖へ巣立っていく、こうした魚にやさしい田んぼでつくられ

たお米です.

プロジェクトに取り組まれる農家の方々を支援するため、滋賀県が名称・ロゴマークの商標登録
を行い、ブランド化を推進しています。

詳しくは、ホームページで。 滋賀県農村振興課URL→ http://www.pref.shiga.jp/g/noson/

携帯申込ｻｲﾄ


